
まちづくりの基本方向の検討：Aグループ

人権の尊重 暮らしの安心・安全確保 都市基盤の整備 交通環境の充実 市民参加と協働の推進 新たな行財政運営

・公報、広聴の充実

（行政からの情報発信／市民の声を

聴く／市民に伝わっていない現状／

仕組みの充実）

・「男女共同参画」に限定せず、他

の人権も含められる表現に

・公園機能に「トイレ」「水道」を

追加

・「サイクルシティの推進」の方向

性が？

・「協働の仕組み」をもっと明確に

（具体的に）

・「駅の再整備」の表現が疑問
・「コミュニティの役割を見直し」

の具体性が？

・相手を思いやる心をはぐくむまち

づくり（社会的弱者に対する思いや

り）

・高齢者や外国人への対策につき、

各部門横断的な取り組みを地域で行

う

・無電柱化
・ぐるっとくん、バスの路線、本数

拡充

・区長制度廃止後のコミュニティの

在り方（リーダーシップ、横のつな

がりなど色々課題がありそう）

・公平、公正な行財政運営

・「各種の消費者被害」を危険に追

加

・地域の魅力あるお店の育成（支

援）
・免許証返納対策

・市議会の活動を見えるように（開

かれた議会、行政）（市民が関心を

持てるような）

・市民の助け合い、情報伝達手段の

拡充

・商店街の再構築（空き家対策も含

めて）

・新たな交通システム（民間の空き

バス活用など）
・市長などと対話をする場

・空き家対策 ・鉄道網の充実

強調すべき点

問題ない点

問題ある点

付け加えたいこと

第５回会議まとめ資料



まちづくりの基本方向の検討：Bグループ

社会保障の充実 地域文化の継承と創造 生涯学習・スポーツの振興 市民参加と協働の推進 新たな行財政運営 その他の意見

・見守り体制を充実 ・遺跡の保全や継承を地域で担う
・シティマラソン含め、スポーツイベ

ントを一層充実させる

・市民活動団体の力を育てる（障害

者・高齢者）
・都市の環境の維持管理

・地域で支える（自助・共助・公助の

バランスをとる）

・文化財等を活用（つくっておしまい

ではない）
・文化、スポーツともに指導者を育成

・新しい住民・若者・小中高生を取り

入れる

・個人の健康管理

・高齢者の包括相談支援は充実してい

る。

→ひきこもり・障害者にも

・民生委員の高齢化と希望者の減少 ・地域への子どもの参加 ・先生が忙しいことへの対応
・道路の管理や環境整備をコミュニ

ティ内で解決

・「厳しい」を多用しすぎている（特

に財政分野）
・ボランティアの担い手がいない

→市単独で人員を増やしてほしい ・公共施設貸し出しが足りない
→現状では、勝手にやった、怒られて

しまう、やっていいのかわからない
→みんなが働いている世の中になった

・まなびすとの申し込み方法（ハガ

キ）

・各個人が持っている技術を生かせる

よう、コーディネーターがいれば

・ひきこもり相談後の支援体制 ・長期的な活動へ（３～４世代） ・学校以外の教育の場 やさしい日本語（みんながわかる） ・市民へのわかりやすい情報公開 ・教育センターを充実

→多様な生き方ができるように
・公共施設利用時のルールの明確化、

効率化

・外国人労働者を取り入れる（介護） ・学校統廃合後の再利用

→語学分野の支援を

強調すべき点

問題ない点

問題ある点

付け加えたいこと
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まちづくりの基本方向の検討：Cグループ

持続可能な循環型社会の形成 良好な水環境・水環境の形成 緑の保全・創出 地域産業の振興 労働環境の充実 市民参加と協働の推進 新たな行財政運営

・ゴミの分別、意識向上（改革）
・ボランティア活動による水質保

全
・保全 ・特区 ・働きやすい環境づくり

・ボランティア・各種団体との連

携（仕組みづくり）
・公共施設の集約化

・クリーンエネルギー ・協働による維持管理
・持続可能な地域運営（自治会、

子供会etc）

・（新たな）イノベーション ・ボランティア活動による緑保全
・自治会のコミュニティ力アップ

（行政の限界）

・環境、文化、教育強化（小中に

井戸を掘るなど）

・場所の確保

・ゴミを出さない考え（ゴミを減

らす）（個人レベル）
・透水性インフラ整備 ・休耕地のボランティア活用 ・グリーンツーリズム

・公共交通の改善→働きやすい環

境
・補完性 ・災害対応強化

・災害に対応した環境づくり ・災害に対応した水環境 ・緑比率の発信 ・経済特区制度の検討会 ・市民のニーズに応える職員育成

・農業のビジネス化（土地利用） ・公共施設の集約化

・市のバックアップ

強調すべき点

問題ない点

問題ある点

付け加えたいこと
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第５回会議まとめ資料

まちづくりの基本方向の検討：Dグループ

児童福祉の充実 学校教育の充実 青少年の育成 市民参加と協働の推進 新たな行財政運営

・「市民活動の力を育て」の協調

・市の意識改革、市と市民団体の信頼関係

・出生率の維持向上→削除 ・郷土愛→押しつけがましくない言い方に ・コミュニティの役割を見直し

・次世代を育成するため→孤立しがちな子

育てに対応するため
・地域コミュニティが支える

・市民活動を積極的に支援

・地域のことを考えられるようにする。意識を変え

る、自発的に

・災害対策へのPR

・市民参加しやすい環境づくり→行政のスリム化につ

ながる

・行政に頼らず市民が自発的に動ける

・多様なニーズに応える保育の充実 ・将来の社会を担う力を養えるよう
・興味が持てるものを提供、応援する仕組みづく

り
・「あそび」の要素追加（市民活動を楽しむ） ・効果、成果を厳しくチェック：民間活用

→市の主導でなく、各事業者が多様な保育

ができるように

→自立して生きていける力を養い将来の社

会を担う
・青少年の支援体制の充実 ・見直し、改善を図り→より具体的に

→子供子育て新制度の観点から市も責任あ

り？
→（現状維持）

・子どもの現状を知る機会、子供と長く付き合っ

ていく社会

・必要なものとそうでないものの選択（施設

など）

・多様性、個性を大事にする（障害／外国

籍）

強調すべき点

問題ない点

問題ある点

付け加えたいこと

・生きる力→自己肯定感、主体性／自ら学

ぶ力


